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東日本大震災があった2011年は死亡数
が出生数とほぼ同水準の件数となった。

2017年に出生数が死亡数を下回り、
2年連続で自然減となっている。
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2011年以降は1年間の出生数が
死亡数を下回る状況が続いている。
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資料：仙台市市民局広聴統計課「月別の推計人口及び人口動態」 

資料：郡山市現住人口 

○郡山市では 2013年から 2015年まで出生数の回復傾向がみられたが、2016年からは 3年連続の減少と 

なっている。死亡数は年々増加する傾向にあり、2018年では 840人の自然減となっている。 

 ○仙台市では出生数が 2014年から減少を続けている一方、死亡数は 2013年から増加が続いており、 

2017年には出生数を上回った。2018年では 506人の自然減となっている。 

○郡山市は 2011年に、仙台市は 2017年に出生数が死亡数を下回り、郡山市は仙台市と比較して 6年ほど 

早く自然減が始まったが、今後は仙台市も郡山市と同様に自然減の推移をたどることが予想される。 
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